
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

カマエル

アリス

ステーシー

バロック

11

絶望

16

煉獄

10
殺戮の天使：９８

戦火：９１

尾行者

手術台

殺人鬼

人を殺すことを教え込まれた。何の疑問もなく、あなたは何度も人を殺した。殺せば褒めてもらえた。今いるのは死なない世界。殺し続ける世界。もっともっと殺し続けたら、褒めてもらえるのだろうか。

戦争の中を逃げ惑う。隠れる。銃弾が飛び交う。爆発が起こる。逃げ惑う中、全てが認められなくて、ふらふらと彷徨う。飛んでくる砲弾。それが近づいてくる小鳥に思えて。あなたは手を差し伸べた。

君は以前もこの場所で、同じようなものを見ておびえた記憶がある。そのときは、隣にいる男性が「大丈夫だ」と言いながら水槽が見えないように腕で抱き、頭を撫でてくれた。ホッとした君だったが、彼の後ろから何者かが近づき、彼を狙っているのが見えた。君は「危ない！」と叫んだが、そのあとは一体どうなったのか覚えていない」

君はこの場所にいた記憶がある。 手術台に手足を固定され動けない君。 そんな君の目の前には、マスクと手術服を着た男性がいた。 そして君は、その男性に生きたまま腹を裂かれているのだ。 「見てごらん、綺麗な腸の色だろう。やっぱリ子供はいいなあ」 「すごく綺麗なピンク色だ。ほら、わかるかい？今君の肝臓を触ってるんだよ」 「とても柔らかい······ このまま握り潰せそうだ、君、戦闘用に育てられた子なんだって？」 流石にここは柔らかいんだね、と自分の体の中身をいじりながら男は嬉しそうに話す。 「そうだ、君の体をひとつひとつ解体してみるのはどうだろう」「そしてまた組み立てるんだ。 パズルみたいに組み立てるのが楽しそうだと思わない？」 そう自分の顔をのぞき込んだ男の顔は、マスクで隠れているためよくわからない。 でも目元が確かに笑っていたのは覚えている。そして最後、意識がとぎれる前に彼はこう言った。 「せっかくだから僕が飽きたら君のパズルを君の保護者さんに送ってあげようか。 きっと喜ぶ」1 1 2
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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チェーンソー

生前の写真

せぼね

はらわた

はらわた

やぶれひまく

うろこ

かわいい衣装（メイド服）
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ダメージ
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なし

自身

自身
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自身

自身がダメージを受けた際のみ使用可能。対象の他の姉妹一体の次の「アクション」のコストを-1する。

対象が受けたダメージを、代わりに自身が受ける。一ターンに何度でも使用可能。

ダメージに付随する効果全て（切断や連撃、全体攻撃など）を打ち消す。

防御１、１ターンに何度でも使っても良い。ただし、同じダメージに対して複数回の使用は不可。

2

1

肉弾攻撃１

自身に対しては使用不可。移動１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃２+切断。

バトルパート終了時、任意の未練一つを選んで狂気点を一点減らす。このパーツは損傷時に所持パーツから取り除く。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

防御２

防御２

バトルパート終了時、任意の未練一つを選んで狂気点を一点減らす。このパーツは損傷時に所持パーツから取り除く。

移動１

移動１

妨害１

最大行動値+1
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